
男女共同参画社会に向けた今後の山陽小野田市の取組について 

（「女性の日」の変更について） 

 旧 新 

名称 女性の日 Ａ案「女性の日」 

 

Ｂ案「男女共同参画の日」 

Ｃ案「女
ひと

と男
ひと

の日」 

目的 日頃裏方役を引き受けること

の多い女性に感謝すると共に、

男女共同参画社会をさらに発

展させる契機としたい。 

誰もがお互いの人権を尊重し、自分

らしく輝ける、スマイルあふれる男

女共同参画社会の実現を目指して、

男女共同参画の理解と関心を深める

ため。 

 

日にち １０月１日 １０月１日 

 

新名称について 

Ａ案、Ｂ案又はＣ案にするかについては、今後の審議会で委員の意見を聞いた上で、

最終的に決定します。 

 

変更する理由 

「女性の日」は男女共同参画を推進していくという市の姿勢を示し、この約10年

の取組により一定の役割を終えたと考えます。「女性の日」の目的等について、これま

での市議会からの御指摘や審議会委員に御意見を伺っていく中で、検討を重ねた結果、

「女性の日」の目的及びネーミングを見直すこととしました。 
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